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問題の所在 
本発表は英文の概要理解問題の妥当性を検証することを目的とする。Readability

指標は読解時に音韻符号化（文字の脳内での音声化）にかかる時間を反映し，読

解速度に影響を与える。音韻符号化スピードは学習者個人の英語習熟度によって

発達するものであるが，読解テキストによってその標準的速度が変化する。した

がって標準化された英文により読解能力や速度の計測をする必要がある。 
 
方法と手順 

英検 3 級から準 1 級の過去 4 回の英文読解問題 100 題から，第一パラグラフを

含む 50 語～120 語程度の長さの英文をテキストデータ化した。その中から 99 の

英文を採用した。その後それぞれに英文の概要理解度を測定する独自作成の設問

を加えた。対象者は Web システムを使い問題に取り組んだ。その後対象者の解答

について正答数の平均値を算出した。 
 Readability の指標には Mint Grade Level for Japanese Learners(MGJP) （田淵・湯

舟, 2016）を採用した。この指標は日本人学習者向けに開発された指標である。The 
Flesch-Kincaid Grade Level を使用した基準関連妥当性を検証している。特に英検の

テキストにおける相関が高く本研究には適していると考えた。 
 データ収集期間は 2017 年 7 月，対象者は関東近県の 5 大学の学生 204 名であっ

た。データ収集には Web Mewm（ミント音声教育研究の提供）を使用した。デー

タは以下の基準でクリーニングをした。 
1) 課題文読み時間（秒）が 20 秒以下のデータを除外 
2) 設問解答時間（秒）が 10 秒以下のデータを除外 
3) 課題文読み速度が 250wpm 以上のデータを除外 
4) 制限時間までの残り時間（秒）が 10 分以上のデータを除外 
5) 以上の手続き後，正答率が 50％以上のデータのみを採用。 
 
結果 
分析の結果，MGJP の数値が約 9 から 15 までの 7 段階のデータが残った。同程

度の難易度の長文であっても正答率は大きく異なっていた。正答率の開きは

MGJP の数値とは一見関係がないように見える。作問方法や選択肢の設定方法が

正答率に影響した可能性もある。このような誤差の出方を見ると，readability 指標

だけで英文や問題の等質性を担保することができないことがわかる。 
 
考察と課題 
 学習者の読解能力をより適切に測定するためには上に述べた誤差を可能な限り

小さくする必要がある。 
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図 1 Readability 別正答率一覧 
 
今後以下のような手順で分析を進めることで英文内容理解問題の標準化，英文

の読み易さと読みの速さ等の関係を検証したい。 
 
(1) 正答率 80％前後で平均値に有意な差が認められない英文を選ぶ。正答率が同

等と考え，作問方法については妥当と判断する。 
(2) 英文の語彙レベルと readability との間に何らかの関係が見いだせるかを検証

する。本研究が対象とするのは日本人学生がほとんどであるため，指標とし

ては日本人向けの語彙適応学年 VGL を算出する公式（田淵, 2017）等を採用

する。 
(3) その他の指標(wpm 等)と MGJP，VGL との関係を分析し，読み易さ・語彙レ

ベルと読みの速度との関係を検証する。 
 
謝辞 本研究は JSPS 科研費 15K02733,15K01082 の助成を受けたものです。 
 
参考文献 
田淵龍二・湯舟英一(2016).「音韻符号化の予測時間に基づく日本人英語学習者向

けリーダビリティ公式の開発」Language Education & Technology, 52, 359-388. 
田淵龍二(2017).「日本人英語学習者向け語彙レベル適応学年算出公式の試験的開

発」LET Kanto Journal, 1, 25-35. 

50.00%

60.00%

70.00%

80.00%

90.00%

100.00%

9 10 11 12 13 14 15

正答率

低い            Readability 指標             高い 
多い            サンプル数              少ない 

MGJP 


